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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第20期

第２四半期
連結累計期間

第21期
第２四半期
連結累計期間

第20期

会計期間
自平成29年４月１日
至平成29年９月30日

自平成30年４月１日
至平成30年９月30日

自平成29年４月１日
至平成30年３月31日

売上高 （千円） 2,730,070 2,978,983 5,509,273

経常利益又は経常損失（△） （千円） 20,726 △4,275 42,716

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益又は親会社株主に帰属

する四半期純損失（△）

（千円） 12,474 △15,506 7,884

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 13,157 △13,259 8,033

純資産額 （千円） 988,405 971,633 983,281

総資産額 （千円） 2,402,909 2,206,033 2,297,212

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は１株当たり四半期純損失

金額（△）

（円） 4.25 △5.28 2.68

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 4.21 － 2.66

自己資本比率 （％） 41.1 44.0 42.8

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △28,466 157,696 △88,296

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △110,584 △76,435 △205,668

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △296,338 △108,568 △408,367

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 630,864 336,615 363,922

 

回次
第20期

第２四半期
連結会計期間

第21期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成29年７月１日
至平成29年９月30日

自平成30年７月１日
至平成30年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 8.48 13.22

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第21期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在

するものの１株当たり四半期純損失金額であるため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

①経営成績

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の各種政策の効果もあり、企業収益や雇用情勢に改善が

見られ、緩やかな回復基調が続きました。一方、世界経済は通商問題が世界経済に与える影響や海外経済の不確実

性、金融資本市場の変動に留意する必要もあるなど、依然として景気の先行きは不透明な状況が続いております。

　このような状況の下、当社グループはテクノロジーを基盤として、バーチャレクス・コンサルティング株式会社

はＣＲＭをビジネスのドメインに、株式会社タイムインターメディアはＷｅｂ、文教・教育などをビジネスの

フィールドとして、当社グループの持つコンサルティング、ＩＴ、アウトソーシングのノウハウを活用したトータ

ルな支援を行ってきました。

　その結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高2,978,983千円（前年同四半期9.1%増）、営業利益873千

円（前年同四半期96.5%減）、経常損失4,275千円（前年同四半期は経常利益20,726千円）、親会社株主に帰属する

四半期純損失15,506千円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純利益12,474千円）となりました。

 

　セグメントの業績は以下のとおりです。

　ＩＴ＆コンサルティング事業では、バーチャレクス・コンサルティング株式会社でのコンサルティングサービ

ス、ＣＲＭ製品提供が新規案件を着実に獲得する等、順調に推移しました。その結果売上高は1,586,441千円（前

年同四半期4.9%増）、セグメント利益は221,155千円（前年同四半期2.8%増）となりました。

　アウトソーシング事業は、ストックビジネスとして着実に成長を続けております。その結果、売上高は

1,392,542千円（前年同四半期14.3%増）、セグメント利益は241,155千円（前年同四半期17.6%増）となりました。

 

②財政状態

（資産の部）

　当第２四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末より91,179千円減少し、2,206,033千円と

なりました。これは主に、前連結会計年度末より受取手形及び売掛金が70,134千円減少したこと等によるものであ

ります。

 

（負債の部）

　当第２四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末より79,531千円減少し、1,234,399千円と

なりました。これは主に、長期、短期含む借入金が110,180千円減少したこと等によるものであります。

 

（純資産の部）

　当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は、親会社株主に帰属する四半期純損失15,506千円を計上した

こと等により、前連結会計年度末より11,647千円減少し純資産は971,633千円となりました。

 

なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、財政状態については遡及処理後の前連結会計年度末の数値で比較を行って

おります。
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(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は前連結会計年度末と比べ

27,307千円減少し、四半期末残高は336,615千円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況と要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得た資金は、157,696千円（前年同期は28,466千円の支出）であります。これは主に、減価償却

費71,394千円、売上債権の減少70,134千円があったことによるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、76,435千円（前年同期は110,584千円の支出）であります。これは主に、無形

固定資産の取得による支出28,551千円、投資有価証券の取得による支出26,202千円があったことによるものであり

ます。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は、108,568千円（前年同期は296,338千円の支出）であります。これは主に、短期

借入金の減少額50,000千円、長期借入金の返済による支出60,180千円があったことによるものであります。

 

(3）経営方針・経営戦略等

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額はありません。

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

 当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 10,980,000

計 10,980,000

 

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成30年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年11月９日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 2,941,053 2,941,153
東京証券取引所

（マザーズ）
単元株式数100株

計 2,941,053 2,941,153 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、平成30年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成30年７月１日～

平成30年９月30日

（注）１

3,100 2,941,053 806 597,835 806 301,389

（注）１．新株予約権（ストックオプション）の行使による増加であります。

２．平成30年10月１日から10月31日の間に、新株予約権の行使により、発行済株式総数が100株、資本金及び資

本準備金がそれぞれ26千円増加しております。
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（５）【大株主の状況】

  平成30年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

シンプレクス株式会社 東京都港区虎ノ門１-23-１ 438,900 14.92

丸山　栄樹 東京都調布市 382,400 13.00

ＳＢＳホールディングス株式会社 東京都墨田区太平４-１-３ 140,400 4.77

バーチャレクス従業員持株会 東京都港区虎ノ門４-３-13 126,400 4.29

黒田　勝 東京都調布市 90,000 3.06

丸山　勇人 東京都多摩市 72,000 2.44

カブドットコム証券株式会社
東京都千代田区大手町１-３-２

経団連会館６階
55,400 1.88

佐藤　孝幸 神奈川県横浜市保土ケ谷区 42,370 1.44

楽天証券株式会社 東京都世田谷区玉川１-14-１ 38,700 1.31

飯塚　仁志 東京都板橋区 36,000 1.22

計 － 1,422,570 48.36

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成30年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　2,940,100 29,401 －

単元未満株式 普通株式　　　　　953 － －

発行済株式総数 2,941,053 － －

総株主の議決権 － 29,401 －

 

②【自己株式等】

該当事項はありません。

 

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成30年７月１日から平

成30年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成30年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 363,922 336,615

受取手形及び売掛金 755,559 685,425

開発事業未収入金 101,098 156,215

仕掛品 9,788 20,018

前払費用 71,633 78,929

その他 93,725 25,020

流動資産合計 1,395,728 1,302,224

固定資産   

有形固定資産 88,050 98,647

無形固定資産   

ソフトウエア 230,893 198,662

ソフトウエア仮勘定 － 3,124

のれん 254,702 240,285

その他 3,820 3,820

無形固定資産合計 489,416 445,892

投資その他の資産 324,017 359,268

固定資産合計 901,484 903,808

資産合計 2,297,212 2,206,033

負債の部   

流動負債   

買掛金 196,391 146,646

短期借入金 100,000 50,000

1年内返済予定の長期借入金 112,034 103,708

未払金 214,255 222,028

未払法人税等 13,281 22,593

賞与引当金 122,501 129,507

その他 215,733 272,012

流動負債合計 974,198 946,497

固定負債   

長期借入金 327,925 276,071

その他 11,807 11,831

固定負債合計 339,732 287,902

負債合計 1,313,930 1,234,399
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成30年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 597,029 597,835

資本剰余金 300,583 301,389

利益剰余金 85,268 69,761

株主資本合計 982,882 968,987

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 398 2,645

その他の包括利益累計額合計 398 2,645

純資産合計 983,281 971,633

負債純資産合計 2,297,212 2,206,033
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

売上高 2,730,070 2,978,983

売上原価 2,115,833 2,301,758

売上総利益 614,237 677,225

販売費及び一般管理費 ※ 588,923 ※ 676,351

営業利益 25,314 873

営業外収益   

受取利息及び配当金 21 13

その他 1,026 447

営業外収益合計 1,048 461

営業外費用   

支払利息 3,823 1,840

支払手数料 1,434 633

為替差損 377 177

投資事業組合運用損 － 2,958

営業外費用合計 5,636 5,610

経常利益又は経常損失（△） 20,726 △4,275

特別損失   

固定資産除却損 210 －

特別損失合計 210 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
20,516 △4,275

法人税、住民税及び事業税 5,171 11,017

法人税等調整額 2,870 214

四半期純利益又は四半期純損失（△） 12,474 △15,506

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
12,474 △15,506

 

EDINET提出書類

バーチャレクス・ホールディングス株式会社(E32203)

四半期報告書

10/18



【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 12,474 △15,506

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 682 2,247

その他の包括利益合計 682 2,247

四半期包括利益 13,157 △13,259

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 13,157 △13,259

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△）
20,516 △4,275

減価償却費 54,927 71,394

資産除去費用 2,901 2,933

のれん償却額 14,417 14,417

貸倒引当金の増減額（△は減少） △86 －

賞与引当金の増減額（△は減少） △3,691 7,006

受取利息及び受取配当金 △21 △13

支払利息 3,823 1,840

支払手数料 1,434 633

為替差損益（△は益） 377 177

投資事業組合運用損益（△は益） － 2,958

固定資産除売却損益（△は益） 210 －

売上債権の増減額（△は増加） 17,046 70,134

開発事業未収入金の増減額（△は増加） △61,957 △55,117

たな卸資産の増減額（△は増加） 31,521 △10,230

前払費用の増減額（△は増加） △5,853 △7,295

仕入債務の増減額（△は減少） △141,718 △49,745

未払費用の増減額（△は減少） 15,086 △2,898

未払消費税等の増減額（△は減少） △9,328 △21,477

前受金の増減額（△は減少） 25,616 67,731

預り金の増減額（△は減少） 26,219 2,973

その他 384 55,627

小計 △8,174 146,776

利息及び配当金の受取額 21 13

利息の支払額 △3,983 △1,935

手数料の支払額 △1,434 △633

法人税等の支払額 △14,895 △13,665

法人税等の還付額 － 27,141

営業活動によるキャッシュ・フロー △28,466 157,696

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △37,344 △13,917

無形固定資産の取得による支出 △42,635 △28,551

投資有価証券の取得による支出 △28,690 △26,202

貸付けによる支出 － △4,282

貸付金の回収による収入 450 180

敷金及び保証金の差入による支出 △2,122 △3,537

定期預金の増減額（△は増加） 900 －

子会社株式の取得による支出 △991 －

保険積立金の積立による支出 △149 △124

投資活動によるキャッシュ・フロー △110,584 △76,435

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △186,684 △50,000

長期借入れによる収入 50,000 －

長期借入金の返済による支出 △154,430 △60,180

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △5,224 －

株式の発行による収入 － 1,612

財務活動によるキャッシュ・フロー △296,338 △108,568

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △435,389 △27,307

現金及び現金同等物の期首残高 1,066,254 363,922

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 630,864 ※ 336,615

 

EDINET提出書類

バーチャレクス・ホールディングス株式会社(E32203)

四半期報告書

12/18



【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固

定負債の区分に表示しております。

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

　　　

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日

　　至 平成29年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成30年４月１日

　　至 平成30年９月30日）

役員報酬 79,770千円 86,400千円

給料 132,303 139,081

賃借料 49,713 53,884

賞与引当金繰入額 18,466 20,368

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとお

りであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日）

現金及び預金勘定 633,864千円 336,615千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △3,000 －

現金及び現金同等物 630,864 336,615
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日）

１．配当金支払額

　　該当事項はありません。

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

の末日後となるもの

　　該当事項はありません。

 

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年９月30日）

１．配当金支払額

　　該当事項はありません。

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

の末日後となるもの

　　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成29年４月１日 至平成29年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

合計
 

IT＆コンサルティ
ング事業

アウトソーシン
グ事業

計

売上高     

外部顧客への売上高 1,511,689 1,218,380 2,730,070 2,730,070

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － －

計 1,511,689 1,218,380 2,730,070 2,730,070

セグメント利益 215,118 205,140 420,259 420,259

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 420,259

全社費用（注） △394,945

四半期連結損益計算書の営業利益 25,314

　　　　（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成30年４月１日 至平成30年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

合計
 

IT＆コンサルティ
ング事業

アウトソーシン
グ事業

計

売上高     

外部顧客への売上高 1,586,441 1,392,542 2,978,983 2,978,983

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － －

計 1,586,441 1,392,542 2,978,983 2,978,983

セグメント利益 221,155 241,155 462,311 462,311

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 462,311

全社費用（注） △461,437

四半期連結損益計算書の営業利益 873

　　　　（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年９月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額又は１株当た

り四半期純損失金額（△）
4円25銭 △5円28銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又

は親会社株主に帰属する四半期純損失金額

（△）（千円）

12,474 △15,506

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半

期純利益金額又は親会社株主に帰属する四

半期純損失金額（△）（千円）

12,474 △15,506

普通株式の期中平均株式数（株） 2,937,953 2,938,664

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金

額
4円21銭 －

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（千円）
－ －

普通株式増加数（株） 22,484 －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１

株当たり四半期純利益金額の算定に含めなかっ

た潜在株式で、前連結会計年度末から重要な変

動があったものの概要

－ －

（注）　当第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するもの

の１株当たり四半期純損失金額であるため記載しておりません。

 

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年11月８日

バーチャレクス・ホールディングス株式会社

取締役会　御中

 

太陽有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 柏木　忠　　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 島津　慎一郎　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているバーチャレク

ス・ホールディングス株式会社の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間

（平成30年７月１日から平成30年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年９月30日

まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算

書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、バーチャレクス・ホールディングス株式会社及び連結子会社の平成30

年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状

況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（有価証券報告書提出
会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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